
第１6 回 かたの環境を考える委員会 

 

＊日時：平成 23 年 5 月 16 日（月） 18:30～21:30   

＊場所：交野市役所 別館 3 階中会議室 

＊テーマ：問題点から課題へ 

 

18:32 交野市環境保全課長より開会の挨拶。本日から 9 月 30 日までクールビズとのこと。 

 

18:33 環境市民事務局長 堀孝弘より挨拶。 

この会の流れについて３つの連絡 

① 対策へと先走ってしまいがちであるが、段階を踏んでやってほしい。 

 ② 本日は 20：50 から各チームがどこまで進んだかを報告してもらい、共有したい。 

 ③ 中間発表会の日程について 

 

18:48 

各グループ内での話し合い。 

 

21：10 

各グループのファシリテータ―（環境市民）が、チームの進行

状況について報告。 

 

★各グループの話し合いを以下にまとめた。 

【自然環境グループ】 

前回まで出ていた問題は、46 項目あった。これらの重要度・緊急度を考えるにあたって、その前に内容

が似ている問題をくくった（問題は括っただけであり、消さない方針である）。括った上で、重要度・

緊急度を表に表した。 

また、問題は随時加えるようにしており、今回、問題自体は 50 になっている。 



 



【まちづくりグループ】 

改めてこの委員会や、プロジェクトが実際に動くまでの流れを

確認し合った。 

そして、第 14 回と第 15 回で洗い出してきた問題点 58 項目を改

めて見直し、問題点を深く掘り下げ議論を深めた。 

大きくは社会環境と自然環境に分けることができる、農業は産業

と考えるなど、問題の見方の意見がまとまってきた。 

その上で、以下の通り 15 項目の問題点にまとめ直し、改めて重

要度・緊急度順を見直した。 

自然グループの活動に値するものは、項目から外すことになった。 

15 項目の問題に、これ以上の追加項目はないということになり、 

次回は改めて、重要度・緊急度を見直し、問題から課題へ変えていくことになった。 

 



 
 

【エネルギーグループ】 

○議論の経過 

5 月 2 日の第 15 回会議において、前年度の学習会などで全委員から出ていたエネルギーに関する意見

から、交野で感じるエネルギーの問題を 22 件ひろい上げた。 

これ以外に、エネルギーグループメンバーが考えた「問題」を 13 件追加し、計 35 件の問題を洗い出し

た。その 35 の問題の重要性を勘案し、19 件の問題に絞り込んだ。 

5 月 16 日の第 16 回では、エネルギーグループのマンパワーから議論を始めた。 

市民委員がグループに１名のみで、洗い出した問題を「自分たちの課題」に置き換えて、プロジェク

トも考えたとして、実際にそれを推進・遂行できるのだろうか。行政や事業者は最前線に立ってプロジ

ェクトを推進するのは難しい面がある。 

もし、他のグループと合同するとしたら、エコ生活グループになるだろう。でも、現在の 19 の問題の

ままで、他のグループに合同しても、合同後ここまで議論してきた成果の扱いが難しいのではないか。



現在のエネルギーグループのメンバーだけで、実際の推進を視野に入れたプロジェクトの立案が出来そ

うかどうか、もう少し問題を絞り込んでから考えよう。ということになった。 

結果、第 16 回（5/16）では下記の 7件を「重要な問題」として絞り込んだ。 

1, 自動車に頼った生活が当たり前になった。 

 （自転車で走りにくい 低公害車が普及していない） 

2, 自然エネルギーが普及していない 

3, 地球温暖化問題についてよく知られていない 

  エネルギーの枯渇について関心がない 

4, ESCO 事業のメリットが知られていない 

  企業の省エネの取り組みが知られていない 

5, 電気を使う自動販売機が増えた 

6, 24 時間営業の店が増えた 

7, たくさんのエネルギーを使った食べものを食べている 

 



【エコ生活グループ】 

前回は、（交野の）暮らしの中の環境問題の洗い出しを行い、重要度、緊急性の位置づけを行った。そ

の結果、「生ごみの堆肥化」と「環境教育」が重要かつ緊急性の高いものとなった。環境教育は、さま

ざまな問題の根本を変えていくために重要、という認識だった。生ごみの堆肥化についてはかねてから

メンバーが実現したい問題としてあげられた。 

そこで今回は、少し視点を広げて、この 2 点以外にも交野で取り組んでいくべき生活の中の環境問題が

ないかどうかを検討した。 

その結果 53 の問題があげられ、特に以下のようなものが主なものとして分類した。 

・ライフスタイル問題（夜型生活、孤食生活がエネルギーの消費の増大、食や暮らしへの無関心を有無） 

・物の売り方問題（必要な量だけ買えない/新しいものの方が修理するより安い等） 

・家電の使い方問題（エアコンをつけすぎ） 

・家庭における食問題（食のエネルギー使用量が多い/旬を知らない/農薬問題 等） 

・ごみ問題（リデュースリユースしやすい仕組みがない/水切りが甘い/リサイクルが美徳になっている 

等） 

次回は、改めて前回出された問題と照らし合わせながら、問題のしぼりこみをできればと考えている。 


